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第 1１ 号 ～　 と も に 歩 こ う　 ～ 校長 新川 美紀

　 9月10日の授業参観では、那覇市防災危機管理課職員で消防士の
源河さんをお招きして、大道小学校区の防災について講話して頂きまし

 た。70名を超える保護者の参加があり、ありがとうございました。

　 那覇市ホームページ「くらし
の情 報を さが す」 の下にある
【なはＭＡＰ！】をクリックすると地図上に
様々な情報が出て便利だそうです。 

⬆ 上にＱＲコードとアドレスを載せておきます。 
 　

　 講話で、避難するときの服装や持ち物については、リュックや２～３日分の生活に
困らない物を準備して玄関先に置く方がよいこと、個々で異なるが、薬や生理用品
等も必要だと言ってました。特に、津波の時は車で逃げないことと強調されていま
した。去年の台湾地震時の警報の時も大渋滞でした。気をつけましょう。 

  マイタイムライン ・・・一人一人が自分で考える防災行動計画。➡➡➡➡➡ 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 災害時にとるべき防災合同を時系列的に整理し、　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  検討・作成したら、家族全員で共有しておく。 
  ※作成シートは那覇市ホームページで「マイタイムライン」と検索すると出ます。 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
  通学路 ・・・ブロック塀のある所は、危険度が高いため、道路の左右どちらを　
　 　 　 　 　    通るか選ぶ。大雨の日は川を横切るルートを通らないようにする。
　 　 家族で子供と普段から確認しておくとよいそうです。 

  備蓄する物 ・・・普段使うものを多めに用意する。 
 
　 他にもいろいろありましたが、那覇市の歴史を知ること
が、リスクがわかることに繋がり、防災マップを知ることが

 自分を守ることに繋がるそうです。
　 「備えあれば憂い無し」のことわざのように、まずは子供

 も大人も、自分で災害に備えることを学んでいきましょう。
　 またいつか防災講話を企画しますね。

　  
 
　 9/19（金）那覇市立全小中学校の

 ホームページが一新されました。 
 ご確認ください。

 ■新ホームページURL■ 

https://naha.ed.jp/daido-es/

教育講演会「防災講話」…那覇市防災危機管理課 源河北斗さん

 
 
　 「９月１８日」は沖縄県で制定されている記念日の
１つです。沖縄の言葉である「しまくとぅば」の普及と
継承を目的に２００６年に制定されました。  

 　                              
 　 《数（かず）の数え方》   

日付は、「く」＝９，
 

日本語 しまくとぅば
「とぅ」＝１０，「ば」＝８

(標準語)
の語呂合わせから

 
1 ひとつ てぃーち

決まったようですが、

２ ふたつ たーち
「し ま」＝島・故郷等

３ みっつ みーち
の意味があり、ふるさ

４ よっつ ゆーち
との言葉が失われる

５ いつつ いちち
と沖縄文化も失われ

６ むっつ むーち
てしまう可能性もある

７ ななつ ななち
…と制定されたもの

８ やっつ やーち
です。

　  
９ ここのつ くくぬち 保育所やこども園は

10 とお とぅー わ ら べ う た と 一 緒 に
(｢う｣でない) 教える所もあります。

テレビでも沖縄方言でのアニメや昔話も放映されて
います。数の数え方を使いながら覚えてみましょう。

 
 
　 読書月間の催しの１つ、担任外の先生の読み聞かせ

 をしました。 私は9/15(月)が敬老の日だったので、
リーゼント良龍さんの【ちる～おば～の極楽人生の教え】

 を読ませてもらいました。
　 この本は作者は沖縄の
人で、県内各地で読み聞
かせをしています（本職は
車屋さんです） 

　 ちょうど去年の今頃、 

ジュンク堂那覇店で、出版
記念読み聞かせ会があり
実際に絵本の読み聞かせ

をしてもらいました。子供の頃のおばあさんからの話が題
材で、絵も娘さんが描いていて、素敵な絵本です。 
 
　 その他、教頭先生始め８人の先生方が、各自で選んだ
本を教室で読みました。子供たちの真剣なまなざしや本
の言葉に笑ったり驚いたりくるくると表情の変わる瞬間が

 あり、読む側は楽しい時間を過ごしました。
　 思い出の絵本でも読んでみませんか？

【しまくとぅばの日】　 ９月１８日

【先生たちの読み聞かせ】  ９月１１日

学校ホームページが新しくなりました！


